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[開会] 19：00 

１.8月 9日（土）開催予定の研修内容について 

研修のテーマは「高齢者の服薬管理について～安心して服薬ができる

ために多職種ができること～（仮）」。講義は①川島会長 10 分、②ア

ポック今井さん 10分、③ふぁみいゆ前田さん 5分・包括職員 5分の

計 30 分の予定。施設から市への報告書で多い内容は誤薬に関するも

の。今回の研修の講義部分で誤薬について触れることで、後半のグル

ープワークの中で課題として意見が挙がり、誤薬を防ぐ仕組みづくり

の意識へとつながると良い。誤薬以外に内服忘れ、貼付薬忘れなども

ある。 

（薬剤師より別紙資料「一包化やボックス収納の活用について」説明） 

降圧薬を飲まなくても問題なく過ごしている人もいるため、調整した

ら処方を減らせるのではないか。高齢者の服薬管理のアンケートから

は、「残薬が多い」「飲みこめていない」などの意見が多かった。粉砕

するべきでない錠剤もあるため、自己判断で薬の形態を変えるのは避

けてほしい。飲みこめない時の対応を薬剤師に相談できることを知っ

てほしい。薬剤師や、処方する医師に相談する手段や方法があれば連

携が取りやすい。 

グループワークのファシリテーターは各班に置きたい。ファシリテー

ターは医介連携支援センターを通して薬剤師会会長に依頼する。テー

マは「薬の飲みこみ」「残薬」「医師との連携方法」はどうか。6人×

6 班で 36 人程度の予定。施設、在宅など所属に応じてグループ分け

をするとそれぞれ課題を見つけやすい。課題に対してどう解決する

か、結論が出るように話をまとめていけたら良い。 

 

２.研修会開催について 

 1）開催日時 8 月 9 日（土）13：30～15：00 

 2）対象者  行田市内外の医療・介護・福祉・行政従事者 

 3）場所   商工センター403 研修室 

 

３.次回の会議開催について 

 1 回目の研修実施後に開催予定。 

【閉会】 19：45 

 


